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参議院議員 理学療法士 山口 和之 氏 
 

 統一地方選挙にて、積極的に応援 

活動を行いました。 

 大分市議会定例会にて、堤 智通 議員が、

当連盟との意見交換会の内容を一般質問し
ました。 

会員数：397名(平成2７年6月現在) 

（平成２７年２月～６月） 

大分市議ホームページより引用 T-シャツデザイン 
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「作業療法士の有効活用に関する協定」への取り組みを問う!! 
平成27年2月22日 
  参議院議員山口かずゆき氏(理学療法士)は、日本作業
療法士連盟と「作業療法及び作業療法士の有効活用に関 
する協定」を結び、活動されています。 
  そこで、我々の「高齢者支援への取り組み」「精神障害分
野での個別支援・地域支援での取り組み」「発達分野の障害
福祉領域での取り組み」等々を紹介し、各協定内容に関す 
る意見交換を行いました。 
 山口議員には、現場の声をしっかりと国政の場に届けて
いただき、作業療法がより提供しやすい環境づくりに活躍 
していただきたいと思います。 

第186回国会 厚生労働委員会議会録17号より  
【包括支援センターへのリハ職の配置について】 
山口）「基幹型の包括支援センターには、最低でも自立支援の専門職としてリハビリ 
   テーションの専門職が必要です。」  
大臣）「必置にするのはなかなか難しいところはあるのですが、連携は重要と考えて 
     います。地域包括システムの中においてリハ職の方々の役割は、これまで以上      
     に大きくなってくると期待しています。」 
山口）「予防に特に力を入れるのであればリハ職を置くべき、理学療法士は運動器の 
   専門職種、作業療法士は生活機能の障害を取り除く専門職、コミュニケーション 
   には言語聴覚士とおるわけですからぜひ検討していただきたい」 

山口かずゆき議員、協定に関連する国会での活動！！ 

協定内容に関する活動について検証！ 

「作業療法士の立場は今のままで良いのか？」 
と投げかけられる参加者 

訪問リハビリステーションの必要性を訴える小林幹事 

『作業療法及び作業療法士の有効活用に関する協定』 
 

１．「理学療法士及び作業療法士法」の見直し 
   社会のニーズに応え、作業療法が関連専門職との連携の下で適切 
  かつ効果的に実施されるよう、「理学療法士及び作業療法士法」に 
  おける作業療法の業務、養成課程等の見直しを図ること 
２．単独型訪問リハステーションの創設 
    在宅医療、住宅介護の適切な提供体制の整備と効率的な運営を  
   図るため、単独型訪問リハステーションの創設に向けて取り組むこと 
３．地域包括ケアおよび地域生活への移行支援に向けた取り組み   
     急性期及び回復期リハビリテーションから維持期及び社会的リハビ 
   リテーションへの円滑な移行が重要であることに鑑み、回復期リハビリ 
   テーション病棟および老人保健施設、特別養護老人ホーム、地域包 
   括支援センター等への作業療法士の配置促進に取り組むこと 
４．認知症ケアへの取り組み 
     認知症ケアにおける作業療法の重要性に鑑み、認知症ケアに取り 
   組む介護保険施設や認知症初期集中支援チームに作業療法士を配 
   置し、介護報酬上の評価をすること 
５．障害者総合支援制度における作業療法士の活用 
     障害者総合支援制度の運用に当たっては、障害者の日常生活や 
   職業生活を支える作業療法士の適切な位置づけと活用を図ること 
６．特別支援教育に向けた取り組み 
     特別支援教育に関して作業療法の有用性に鑑み、作業療法士の 
   学校教育参画と配置を促進すること 

衆議院議員山口和之公式サイトより引用 
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平成25年4月 山口議員と日本作業療法士連盟が締結 
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2015 統一地方選挙 
広瀬勝貞氏4期目当選!! 

大分県知事選挙 

3/13 推薦状交付：知事室にて 
荒木会長と知事室長岡本天津男氏 

4/12 開票見守り会へ参加 
「開票と同時に当選確定」 

≪土居議員からメッセージ≫ 
  健康寿命を延ばすには、単純に関節の可動域を伸ばすとか筋力を上げる    
    だけでは高齢者の生活に変化をもたらす事が難しいと感じています。 
  医師である竹内議員からも「作業療法士が低く見られているのでもっと 
    どうにかしなきゃいけない」と言われました。 
  介護が必要になった高齢者や障害を持っている方が、地域で生活してい 
    くためには作業療法士の力がどうしても必要です。これから政策を練って 
    いく中で作業療法士の活躍できる場所をもっと作っていくことが、実現に   
 つながると考えています。政策策定の過程に引き続き意見を出 
    していけるようがんばっていきます。 

大分県議会議員選挙 
 当選!! 『土居 昌弘氏』（竹田），『馬場 林氏』（中津）『藤田 正道氏』（大分）『小嶋 秀行氏』（大分）  

        
              『竹内 小代美氏』 （大分）は一歩及ばず･・･ 

藤田正道氏 小嶋秀行氏 田中副会長と土居昌弘氏 

荒木会長と竹内小代美氏 

馬場林氏と尾山副会長 

≪岡本知事室室長からメッセージ≫ 
 

「地域の高齢者の元気作りに、作業療法士が欠かせません。頑張って下さい。」 

【訪問看護ステーションについて】 
山口）「専門的なリハビリテーションを提供する自立支援型の訪 
     問リハビリテーションが重要になってくると思われます。事 
   業所名として訪問看護リハビリステーション○○という風  
     に名称を使っても良いのかということをお伺いします。」  
政府参考人） 
      「在宅医療を推進する中で訪問リハビリの役割は重要 
      です。訪問看護ステーションの名称に訪問リハビリといっ  
      た文言を入れることは、禁止されていません。」 

山口かずゆき（日本を元気にする会）ホームページより引用 

 当連盟は、広瀬勝貞氏の地域包括
ケア推進の実績を高く評価し、選挙応
援をしました。広瀬氏の「不偏不党」の
精神を尊重し、幟等を掲げず応援運 
動を行いました。 
 広瀬氏は、知事として「健康寿命を
のばす。」と宣言され「高齢者の元気作
り」を積極的に進めています。 ｢障害
者実雇用率トップ｣「子育て満足度日本
一を掲げ県政を推し進めています。  
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お知らせ 

株式会社オフィスジャパン 
大分営業所 

大分市大字森1207番地の8 

TEL:097-520-5208 

TEL 0977-67-6538  
別府市大字内竈1393（太陽の家内） 

鶴崎海陸運輸株式会社 
       大分市大字三佐1000 

       TEL:097-521-6115 

株式会社ライフリー 
デイサービス楽 

大分市毛井553-1 

TEL:097-574-8432  大分市花津留1-2-18  

TEL:097-529-9025 

有限会社大分タキ いまみや補装具サービス 

事務局：〒870-0124 大分市大字毛井553-1 

                 （デイサービスセンター楽内）   

       TEL：097-529-9025       FAX:097-520-1765 
http://www.oita-otrenmei.com/ 

２．新しいホームページができました！ 

１．Tシャツつくりました！！ 

 新しいホームページが開設しました。以下のURL
よりご覧ください http://www.oita-otrenmei.com/ 

 「私たちは大分県作業療法士連盟の活動を応援しています!」 

 毎年好評の『グッズ販売』として、Tシャツを作りました。カラーは、ブルー・レッド・ブ
ラウン・ラベンダー・ブラックと豊富にそろえています。サイズもS～XLまでそろえて
います。研修会等で販売いたしますので、どうぞ連盟ブースにお立ち寄りください。 

堤議員一般質問 「大分市の個別地域ケア会議の実施状況について」 
Q:「多職種協同が必要！今後の地域ケア会議システムの充実・推進は？」 
A：大分市では、「個別ケースの会議」「日常生活圏域の会議」「市全体の会議」のボトムアッ 
 プ形式で構成することにしています。個別ケースの会議では、生活機能の低下につい  
 て、理学療法士、栄養士、歯科衛生士等専門的な意見や助言を求めていきます。 
Q:「構成メンバーに障害福祉課・生活福祉課・サービス提供事業者等も加えるべきでは？」 
A：認知症や精神疾患が疑われる高齢者への対応など、より専門的な立場からの意見も必   
 要になると考えています。このようなことから、医療や行政の関係者、介護サービス提供 
  事業者等、必要に応じ参加を要請することで、高齢者が住みなれた地域で安心して生 
  活を送ることができるように努めていきたいと考えています。 

大分市議会平成27年第1回定例会『当連盟の意見を大分市議会に!!』 

大分市長選挙 椋野 美智子氏 得票率44.4% 僅差で敗れる。 

4/17「推薦状の交付」 
荒木会長と椋野氏 

4/20「個人演説会」 
大分県作業療法協会ビル 

 堤議員より、「皆さんと意見交換を行った内容を議会に一般質問します。」と連絡を受け、3月11日『大分市
議会第1回定例会』へ傍聴に行きました。 

一枚：１５００円 

堤智通 議員 

 椋野氏は、大分大学福祉科学研究センター教授として、地域
特性に即した福祉について研究していました。その経験より、地
域の活性化には、リハビリテーション関連職種の活躍が重要と考
えておられます。また、発達障害のある子への早期発見と個別
対応や障害者の就労支援の充実をはかりたいという思いを持っ 
ています。 
 当連盟は、公示前に意見交換を実施し、応援することを決定
しました。全面的に応援しましたが、残念な結果となりました。会 
員の皆様ご協力ありがとうございました。 

現在、実際にサービス提供事業者に参加要請があるなど変化が見え始めています。 

facebookより引用 


